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注：博士学位論文の公表方法について［様式２］は別途ＨＰに掲載
【参考】
「学位授与証明書交付願（博士）」
「英文学位記交付願」

「学位論文全文データ公表報告」
論文提出書類に関する注意点
＊朱書き部分に注意して作成し、再度確認のうえ提出してください。
○「記載する氏名」について

・提出する書類の全ての氏名表記を統一して下さい。
・漢字圏内の留学生は漢字で記載して下さい。

　・提出書類の氏名が、学位記の氏名表記になります。
○「氏名のふりがな」について

・日本人は平仮名
・留学生はカタカナ　で記載して下さい。
　　　
○「生年月日」について

・留学生は西暦
・日本人は和暦　で記載して下さい。
○「卒業日・修了日」について
・京都大学の基本の卒業日・修了日は、
大学院・・・・２３日
学　部・・・・２４日（大学院の翌日）

＊ただし、土、日、祝日に当たる年度は、直後の平日になります。
◎平成３０年３月の修了日は、「平成３０年３月２６日」です。
参考：平成２９年　大学院・・３月２３日　学部・・３月２４日　　　平成１７年　大学院・・３月２３日　学部・・３月２４日
平成２８年　大学院・・３月２３日　学部・・３月２４日　　　平成１６年　大学院・・３月２３日　学部・・３月２４日
平成２７年　大学院・・３月２３日　学部・・３月２４日　　　平成１５年　大学院・・３月２４日　学部・・３月２５日　

平成２６年　大学院・・３月２４日　学部・・３月２５日　　　平成１４年　大学院・・３月２５日　学部・・３月２６日
平成２５年　大学院・・３月２５日　学部・・３月２６日　　　平成１３年　大学院・・３月２３日　学部・・３月２６日　

平成２４年　大学院・・３月２６日　学部・・３月２７日　　　平成１２年　大学院・・３月２３日　学部・・３月２４日　

平成２３年　大学院・・３月２３日　学部・・３月２４日　　　平成１１年　大学院・・３月２３日　学部・・３月２４日
平成２２年　大学院・・３月２３日　学部・・３月２４日　　　平成１０年　大学院・・３月２３日　学部・・３月２４日
平成２１年　大学院・・３月２３日　学部・・３月２４日　　　平成　９年　大学院・・３月２４日　学部・・３月２５日
　平成２０年　大学院・・３月２４日　学部・・３月２５日　　　平成　８年　大学院・・３月２３日　学部・・３月２６日
平成１９年　大学院・・３月２３日　学部・・３月２６日　　　平成　７年　大学院・・３月２３日　学部・・３月２４日
平成１８年　大学院・・３月２３日　学部・・３月２４日　　　平成　６年　大学院・・３月２３日　学部・・３月２４日
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
なお、各様式の様式番号、ページ数、注意事項等は削除して使用し、記載事項が２頁にわたる場合は、片面印刷２枚とすること。

資料　１
平成　　年　　月　　日
専攻長殿
博士学位論文の予備検討願
　このたび、博士(工学）の学位論文を取りまとめたく、研究説明資料、論文内容を示す資料各３通を添えて提出いたしますからご検討くださるようお願いいたします。（在学期間短縮見込者は更に、略歴、論文リストを提出のこと。）
論文題目（外国語の場合はその和訳を（  ）を付して併記すること｡）

	

	

	


指導教員氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
工学研究科　　　　　　　　　　　　専攻博士後期課程
平成　　年　　月　　進学・編入学
平成　　年　　月　　研究指導認定見込・退学
住所　〒　　　　－
連絡先　市外局番（　　　　）　　　　　－　　　　　内線　　　　　番
予備検討出願者
学生番号　１０６０―　　　―　　　　
(ふりがな)
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男・女
(漢字圏内の外国人は漢字氏名を記入。外国人のふりがなはカタカナ)

希望する予備検討委員会委員名
	希望委員職氏名
	所属専攻

	
	

	
	


工学研究科の教員２名以内を記載すること。
資料　２
平成　　年　　月　　日
工学研究科長　殿
　　　　　　　　　　　　　　専攻
専攻長　　　　　　　　　　　　㊞
予備検討委員会委員の選定について（報告）
下記のとおり、予備検討委員会委員を選定しましたので、報告します。
代表委員は記載のとおりといたしましたので、よろしくお取り計らい願います。
記
予備検討出願者
学生番号　１０６０―　　　　―　　　　　　
ふりがな
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（男・女）
 (漢字圏内の外国人は漢字氏名を記入。外国人のふりがなはカタカナ)

博士後期課程　　　　　　　　　　　　　専攻
平成　　年　　月　　進学・編入学
平成　　年　　月　　研究指導認定　見込・退学
予備検討委員会委員
	職名
	氏名
	所属専攻名
	備考

	
	
	
	代表委員

	
	
	
	

	
	
	
	


資料　３
平成　　年　　月　　日
工学研究科長　殿
　　　　　　　　　　　　　専攻
専攻長　　　　　　　　　　　
博士後期課程在学期間短縮にかかる学位論文審査
出願資格の審査について
平成　　年　　月　　日、本専攻予備検討委員会において、下記学生が、本学通則第50条第５項の規定に該当すると見込まれる者であることを確認いたしましたので、専攻長会議でご審議いただきますようよろしくお願いいたします。
記
博士後期課程　　　　　　　　　　　　　専攻
平成　　　年　　　月　　　日　進学・編入学
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　
資料　４
平成　　年　　月　　日
工学研究科長　殿
予備検討委員会
代表委員　　　　　　　　　　　㊞
予備検討結果報告書
予備検討結果について、下記のとおり報告いたします。
記
予備検討出願者　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　
(漢字圏内の外国人は漢字氏名を記入)
博士後期課程　　　　　　　　　　　専攻
論文題目：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(外国語の場合はその和訳を(　)を付して併記すること。)
予備検討結果：
出願者が博士後期課程学位取得基準を満たし、上記の論文内容が学位審査の請求に値するものと　　□ 認める｡(予備検討結果の概要添付）
□ 認められない。

博士学位論文の調査委員候補者の推薦について
上記予備検討結果に基づき、下記の者を推薦いたします。
関連分野：　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　（追加）、　　　　　　　（追加）、　　　　　　　（追加）
（職名）　　　　　（氏名）

調査委員候補者職氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（主査）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（追加）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（追加）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（追加）
※追加できるのは、工学研究科会議を構成する教授（２名以内）及び他の大学の大学院、研究所等の教員（１名以内）です。なお、他研究科の教授または助教を調査委員候補者に含める場合や、上記の追加をする場合は、資料１２の提出が必要です。

資料　５
予備検討結果の概要
	出願者氏名
(漢字圏内の外国人は漢字氏名を記入)


	

	予備検討委員会
代表委員
	職名
	
	氏名
	

	論文題目  (外国語の場合はその和訳を(　)を付して併記すること。)



	・・・・予備検討の結果、出願者が博士後期課程学位取得基準を満たし、本論文が博士（工学）の学位審査の請求に値するものと認める。

	関連分野
	

	調査委員候補者
	


平成　　年　　月　　日
工学研究科長　殿
博士学位論文草稿の内見願
　このたび、博士（工学）の学位論文を取りまとめたく、学位論文の草稿３冊及び研究歴書３通を提出いたしますので、内見をお願いいたします。
論文題目　（外国語の場合はその和訳を（　）を付して併記すること｡）
	

	

	


希望する内見者職　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　（１名）
内見出願者　　　最終学歴　　　年　　月　  　　　　　大学　　　　　　　　　卒業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学大学院　　　　　課程　修了・退学
（大学又は大学院、卒業又は修了・退学のいずれかを○で囲む）
住所　〒　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話　自宅：市外局番（　　　　）　　　　－
勤務先：市外局番（　　　　）　　　　－
ふりがな
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男・女
 (漢字圏内の外国人は漢字氏名を記入。外国人のふりがなはカタカナ)

（記載例）
研究歴書
氏名　　京都太郎
生年月日　　昭和　　　年　　　月　　　日
最終学歴
平成　　　年　　　月　　　京都大学大学院工学研究科電気工学専攻修士課程修了
研究歴
○平成　　　年　　　月～平成　　　年　　　月
京都大学工学部電気工学教室、○○研究室において、同期発電機の動態安定度の監視と制御に関する研究
○平成　　　年　　　月～平成　　　年　　　月

京都電気株式会社研究部、機器研究室において回転機絶縁の劣化とその劣化予知に関する研究
○平成　　　年　　　月～平成　　　年　　　月
同社同研究室において、雷サージに対する同期発電機の電位分布、絶縁強度及び同期発電機の衝撃電圧試験法に関する研究
○平成　　　年　　　月～平成　　　年　　　月

同期発電機の危機定数の測定法並びに継電保護方式に関する研究
○平成　　　年　　　月～平成　　　年　　　月
同期発電機のボイド放電の測定法並びにボイド放電による同期発電機の絶縁劣化の予知に関する研究
職歴
平成　　　年　　　月　　　京都電気株式会社入社  研究部機器研究室
平成　　　年　　　月　　　同社機器研究室第一課長（現職名を記入のこと。）
（注）大学院修士課程修了又は博士後期課程研究指導認定退学者は、その間に行った研究については研究歴に記載のこと。
資料　７
平成　　年　　月　　日
専攻長　　殿
工学研究科長
論文草稿内見の世話専攻及び
内見委員会委員の選定について（依頼）
　このたび、　　　　　　　　　　　　　　氏より、別添のとおり内見願の提出がありましたので、貴専攻に世話専攻を委嘱いたしたく存じます。ご承諾のうえは、別紙Ⅰにより専攻長会議の１０日前までに教務課大学院掛へご回報願います。
　また、世話専攻が専攻長会議で承認された後は、内見委員会委員とその代表委員を選定のうえ、別紙Ⅱによりご報告ください。（別紙Ⅰ・Ⅱは下記URLよりご利用ください。）
　なお、専攻長会議において世話専攻が承認されましたら、代表委員にその旨お知らせくださるようお願いいたします。
ただし、専攻長会議において世話専攻が承認されなかった場合、別途通知いたします。

おって、内見結果報告関係の書類は次のとおりとなっておりますが、研究科会議代議員会の３週間前までに学位申請者が本申請の手続きを行っている必要があり、「内見結果報告書」等が提出されているだけでは研究科代議員会に附議できませんのでご注意ください。

○内見結果報告書（資料8）
○内見結果の概要（資料9）
○博士学位論文の学力試問委員について（資料10）
※各様式および資料は、下記URLよりご利用ください。

　
　http://www.t.kyoto-u.ac.jp/ja/education/students/thesis
（工学研究科ＨＰ→教育・キャンパスライフ→博士学位論文審査）
（別紙Ⅰ）
平成　　年　　月　　日
工学研究科長　　　殿
　　　　　　　　　　　　　　専攻
専攻長　　　　　　　　　　　　㊞

論文草稿内見の世話専攻について（回答）
　　　　　　　　　　　　　　　　氏提出の学位論文の草稿

	

	


(外国語の場合はその和訳を(　)を付して併記すること。)

の内見に関する世話専攻となることを承諾いたします。
（別紙Ⅱ）
平成　　年　　月　　日
工学研究科長　　　殿
　　　　　　　　　　　　　　専攻
専攻長　　　　　　　　　　　　㊞
内見委員会委員の選定について（報告）
　学位論文草稿の内見委員会委員を、下記のとおり選定いたしましたので報告いたします。
記
内見出願者・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　
内見委員会委員
	職名
	氏名
	所属専攻名
	備考

	
	
	
	代表委員

	
	
	
	

	
	
	
	


資料　８

平成　　年　　月　　日
工学研究科長　殿
内見委員会
代表委員　　　　　　　　　　　　㊞
内見結果報告書
内見結果について、下記のとおり報告いたします。
記
内見出願者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　
論文草稿の題目：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(外国語の場合はその和訳を(　)を付して併記すること。)

内見結果　：
□認める｡(内見の概要添付）
上記の論文内容は、学位審査の請求に値すると
□認められない。
博士学位論文の調査委員候補者の推薦について
上記内見結果に基づき、下記の者を推薦いたします。

関連分野：　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　（追加）、　　　　　　　（追加）、　　　　　　　（追加）
（職名）　　　　　（氏名）

調査委員候補者職氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（主査）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（追加）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（追加）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（追加）
※追加できるのは、工学研究科会議を構成する教授（２名以内）及び他の大学の大学院、研究所等の教員（１名以内）です。なお、他研究科の教授または助教を調査委員候補者に含める場合や、上記の追加をする場合は、資料１２の提出が必要です。
資料　９
内見結果の概要
	出願者氏名
	

	内見委員会
代表委員
	職名
	
	氏名
	

	論文題目　(外国語の場合はその和訳を(　)を付して併記すること。)



	・・・・本論文が博士（工学）の学位審査の請求に値するものと認める。

	関連分野
	

	調査委員候補者
	


資料　10

平成　　年　　月　　日
工学研究科長　　殿
内見委員会代表委員
氏名　　　　　　　　　　　　㊞
博士学位申請者の学力試問委員について
　博士学位申請者　　　　　　　　　　　　　　　　の学力試問委員として、下記の教員
を推薦いたしますので、よろしくお取り計らい願います。
記
（氏　名）　　　　　　　　　　　　（職　名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
資料　11
	学位論文草稿の
内見結果通知書
標記のことについて、あなたが先に提出された学位論文草稿を内見し
た結果、学位審査の申請に値すると認められましたので通知します。
なお、学位授与の申請は、この通知書を受け取った日から６か月以内
に、下記により行ってください。
郵送による申請は受け付けません。
なお、当日は印鑑を持参してください。（提出書類に訂正がある場合
に使用します。）
記
（提出書類）
１．学位申請書（所定の用紙）................１通
２．学位論文　..............................４冊
３．論文目録（様式３）......................２通
４．履歴書（様式４）........................４通
５．博士学位論文の公表方法について（様式２）.........１通（紙媒体）

及び電子データ１個（Excelﾌｧｲﾙ）

　※電子データのファイル名は、「論・申請者の氏名・公表」として

　　提出してください。

６．学位論文全文の電子データ................１個（PDFﾌｧｲﾙ）

※ 電子データのファイル名は、「論・申請者の氏名・全文」として

　　提出してください。

７．学位論文審査料　....................57,000円(銀行振込)
※葉書（学位論文公聴会通知用）１通
（提出場所）
京都大学工学研究科教務課大学院掛
Tel　075-383-2040,2041
Fax　075-383-2038
※受付時間：９：００～１２：００  １３：００～１７：００
（土・日・祝祭日を除く。）
　　なお、上記提出書類５．「博士学位論文の公表方法について」の電子データ（Excelﾌｧｲﾙ）と
６．「学位論文全文の電子データ」（PDFﾌｧｲﾙ）は、学位申請書提出後、次のメールア
ドレスに件名「博士論文データ」とし、添付ファイルにて教務課大学院掛あて送付願
います。

【メールアドレス：ronbun@adm.t.kyoto-u.ac.jp】
平成　　年　　月　　日
京都大学大学院工学研究科長

	

	

	

	

	

	

	

	

	


資料　12（朱書箇所、ページ数は消去すること。）（下記１．２．３．に該当する場合、該当する事項ごとに提出してください。）
平成　　年　　月　　日
工学研究科長　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　専攻
専攻長　　　　　　　　　　　　　㊞
調査委員候補者の推薦について
下記の教員を、論文申請者　　　　　　　　　　　　　に係る学位論文の調査委員候補者に含めたい・追加したいので、専攻長会議でご審議いただくようお願い申し上げます。
記
１．他研究科教授の場合（併任を含む）
　　（氏名）　　　　　　　（職名）　　　　（研究科名）　　　　　（関連分野名）
　　　　　　　　　　　　　　教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
助教の場合
　　（氏名）　　　　　　　（職名）　　　　（専攻名）　　　　　　（関連分野名）
　　　　　　　　　　　　　　助　　教　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　助　　教　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．工学研究科会議を構成する教授を２名以内に限り追加する場合（併任を含む。）
　　　　　　　　　　　　　　教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．他の大学の大学院、研究所等の教員等を１名以内に限り追加する場合(資料１２－１も併せて提出)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
推薦理由
	

	

	

	


調査委員候補予定者（工学研究科）
　　（氏名）　　　　　　　（職名）　　　　（専攻名）　　　　　　（関連分野名）
　　　　　　　　　　　　　　教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（＊他研究科教授の場合は委嘱期間を記入）　　　　　　　　　＊委嘱依頼先(本務部局等)

＊委嘱期間：平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日（　　　　　　　　　　　　）
備考　他研究科教授を推薦する場合は、１名に限る。
資料　12-1（朱書箇所、ページ数は消去すること。）
（調査委員を他の大学の大学院、研究所等の教員等を１名以内に限り追加する場合にのみ提出）
研究歴書
氏名　　京都太郎
生年月日　　昭和　　年　　月　　日
最終学歴
平成　　年　　月　　京都大学大学院工学研究科電気工学専攻○○○○課程修了

学位
平成　　年　　月　　博士（工学）　○○大学、第○○○○○号
研究歴
○平成　　年　　月～平成　　年　　月
京都大学工学部電気工学教室、○○研究室において、同期発電機の動態安定度の監視と制御に関する研究
○平成　　年　　月～平成　　年　　月
京都電気株式会社研究部、機器研究室において回転機絶縁の劣化とその劣化予知に関する研究
○平成　　年　　月～平成　　年　　月

同社同研究室において、雷サージに対する同期発電機の電位分布、絶縁強度及び同期発電機の衝撃電圧試験法に関する研究
○平成　　年　　月～平成　　年　　月
同期発電機の危機定数の測定法並びに継電保護方式に関する研究
○平成　　年　　月～現在に至る。
同期発電機のボイド放電の測定法並びにボイド放電による同期発電機の絶縁劣化の予知に関する研究
職歴
平成　　年　　月　　　京都電気株式会社入社  研究部機器研究室
平成　　年　　月　　　同社機器研究室第一課長（現職名を記入のこと。）
（別紙　Ⅰ）
工教院第　　　　　　号
平成　　年　　月　　日
　　　　　　　　　研究科長　　殿
工学研究科長
○　○　○　○　㊞
博士学位論文調査委員の委嘱について（依頼）
このことについて、京都大学学位規程第６条第２項に基づき、下記教員を学位論文
申請者　　　　　　　　　　　　　に係る論文調査委員に委嘱いたしたく存じますので、
ご了承くださいますようお願いいたします。
　なお、ご承諾の有無については、別紙の回答書を送付していただくよう、併せてお願い
いたします。
記
１．氏名・職名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．専攻名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．関連分野名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．委嘱期間　　平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日
（別紙　Ⅱ）
平成　　年　　月　　日
工学研究科長　　殿
（公印）
博士学位論文調査委員の委嘱について（回答）
平成　　年　　月　　日付け工教院第　　　　号にて依頼のありましたこのことについて、下記のとおり回答します。
記
□　承諾します。
□　承諾いたしかねます。
（理由）
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[image: image2.emf]
様式　３（朱書箇所、ページ数は消去すること。）
（朱書箇所消去後の体裁を整えること。）
論文目録
主論文
１．題目　　○○○○○○
（外国語の場合は日本語訳を付記する。提出論文の題目と一致していること。）
２．公表の方法・時期
第○編第○章　　○○○○○○
↑（外国語の場合は日本語訳を（　）を付して記載する。）
○○年○月発行　←（発行月まで記載する）
○○○○○（学術雑誌名等）第○巻第○号○○～○○頁に掲載
※（○○○○における○○○の研究）
　　　　　　↑

（論文目次の題目と公表題目とが異なる場合は、その題目（公表題目）に※印をつけ、（　）を付して記載する。外国語の場合のこの箇所の日本語訳は不要）
（上記例の順番になるよう記載すること）
他の部分の公表の方法・時期は未定
↑

（一部未発表の部分がある場合、予定が定まっていない場合は必ず記入すること）
３．冊数　　１冊　←（一般的には「１冊」となる）
参考論文
なし　←（一般的には「なし」となる）
平成　　年　　月　　日　←（提出日を記載）
学位授与申請者
氏名
様式　４（朱書箇所、ページ数は消去すること。）
（朱書箇所消去後の体裁を整えること。）
（提出日を記載）→平成○年○月○日

履歴書
本籍地　　○○○○←（都道府県名のみ記載。外国人は国名）
現住所　（〒　 -　 ）○○県△△市□□町○丁目○号○○マンション○棟○号室
　　　　　       　(外国人のふりがなはカタカナで記入)↓
（漢字圏内の外国人は漢字で記入し、英字表記も併記）→　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏名)
○年○月○日生

　　　↑

　　                                                  （外国人の生年月日は西暦で記入）
　　  
学歴
平成○年○月○日　　○○高等学校卒業（旧制の卒業生は中学校卒業から）
平成○年○月○日　　○○大学○○学部○○学科入学
平成○年○月○日　　同　上　卒　業 （学部卒業日を確認すること。様式集別表参照）
平成○年○月○日　　○○大学大学院工学研究科○○専攻修士課程入学
平成○年○月○日　　同　上　修　了 （修士課程修了日を確認すること。様式集別表参照）
○○専攻博士後期課程進学
平成○年○月○日　　○○大学大学院工学研究科
○○専攻博士後期課程編入学
平成○年○月○日　　同課程所定の研究指導認定見込（年度により日付は異なるので注意）

（又は、同課程所定の研究指導認定退学）
（昭和51年４月以前に博士課程に入進学した者は「単位修得退学」）
職歴
平成○年○月○日　　○○○△△に採用（採用、配置換、退職等月日順に記載すること。）
平成○年○月○日　　○○○△△に□□（現在に至る）
研究歴
平成○年○月○日　 ○○○○において○○○研究に従事。（平成○年○月○日まで）
平成○年○月○日　 ○○○○研究員として○○○研究に従事。（平成○年○月○日まで）

（学振、研究生及びＲＡは研究歴欄に記入すること。学歴又は職歴に入るもの(大学在学時や職場で従事した研究)は、研究歴の欄に記載しないこと）
賞罰
なし
（注）学歴・職歴・研究歴・賞罰の年月日は順を追って、正確に、詰めて記入すること。
また、該当事項のない場合は「なし」と記入すること。
資料　14－①（朱書箇所、ページ数は消去すること。）（課程博士用）
（提出日を記載）→　平成　　年　　月　　日
工学研究科長　　殿
工学研究科博士後期課程　○○○○○専攻　平成○○年　進学・編入学
氏名　　　　　　　　　　　　　　　㊞
（記名押印は自筆署名をもってかえることができる｡）
学位論文審査願
このたび博士（工学）の学位を受けたく学位論文４冊、論文目録２通、履歴書４通を
提出いたしますので審査くださるようお願いいたします。
　博士課程教育リーディングプログラム修了予定者は、備考にプログラム名を記入してください。

備　考：(例)グローバル生存学大学院連携プログラム
資料　14－②（朱書箇所、ページ数は消去すること。）（論文博士用）
（提出日を記載）→　平成　　年　　月　　日
京都大学総長　　殿
現住所　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　㊞

（記名押印は自筆署名をもってかえることができる｡）
学位申請書
このたび博士（工学）の学位を受けたく学位論文４冊、論文目録２通、履歴書４通
及び学位論文審査料５７，０００円を添えて、申請いたします。
資料14－③（朱書箇所、ページ数は消去すること。）
（郵便事情等により申請時までに得難い場合は、申請後の提出でも可）
博士学位論文にかかる共著論文等の使用承諾書
京都大学大学院工学研究科長　

　　　　　　　　　　　殿

下記②の申請者（以下「甲」という。）の学位審査請求論文（京都大学博士(工学））におきまして，下記①の共著論文（資料，作品等を含む。）の内容が 甲 の主たる寄与によるものと認め，当該学位論文の一部として使用することを，以下の前提のもと共著者・所属長（以下「乙」という。）として承諾します。

Ａ．共著者全員の承諾が得られるまでは，本承諾書は効力を有しない。

Ｂ．所属長としての承諾は，資料，作品等の著作権又は所有権が所属先に帰属するものである場合において，共著者

全員の承諾に代えて行うものである。

記

①承諾の対象となる共著論文（資料，作品等を含む。）

・題目　：

・著者（全員）　：

・掲載論文誌，会議録等　：

・使用頁　：　　全頁　/　p.　　　　　　〜 p.　　　　　　/　その他（　　　　　　　）

（具体的に記すこと）


・掲載（発表）年月日　:

②上記①の論文等の主たる寄与者たる博士学位論文申請者　（甲）
・博士学位論文申請者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・同申請者の申請時の所属：

・学位審査請求論文題目：

（英文の場合は和訳も記すこと）

承諾者　(共著者　・　所属長)　（乙）

・署名　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印（サイン）

・所属　：

・住所　：〒
・電話 ／ Fax：

・E-mail address　 ：

・権限　：　　　　共著者　　　　・　　　　所属長　　　　（いずれか一方に○を記すこと）

・承　諾　日　：　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日
資料　15（朱書箇所、ページ数は消去すること。）（代議員会での調査委員選定後に委員を新たに追加する場合に提出）
平成　　年　　月　　日
工学研究科長　　殿
　　　　　　　　　　　　　専攻
専攻長　　　　　　　　　　　㊞
調査委員の追加について
下記の教員を、論文申請者　　　　　　　　　　　に係る学位論文の調査委員候補者に追加したいので、代議員会でご審議いただくようお願い申し上げます。
記
工学研究科会議を構成する教授を２名以内に限り追加する場合（併任を含む。）
（氏名）　　　　　　　　　（職名）　　（専攻名）　　　　　（関連分野名）
　　　　　　　　　　　　　教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
他の大学の大学院、研究所等の教員等を１名以内に限り追加する場合(資料12-1も併せて提出)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
追加理由
	

	

	

	


現調査委員
（氏名）　　　　　　　　　（職名）　　（専攻名）　　　　　（関連分野名）
　　　　　　　　　　　　　教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

資料　16
平成　　年　　月　　日
　　（主査氏名）　　調査委員　殿
工学部等教務課大学院掛
当月の研究科会議代議員会において、申請者　　　　氏の調査委員（主査）に選出されました。該当の学位論文を送付いたしますので、学位審査を附議される研究科会議代議員会の２週間前までに「２．博士学位論文調査報告書」の書類及び文書データをご提出願います。

なお、学位論文は、研究科会議代議員会前の1週間、４カ所に設置された閲覧場所に置くため、上記の調査報告書と同時にご返却願います。

記

＜書類の提出＞

１．学位論文公聴会の開催について・・・開催通知は土日祝を除き開催日の6日前までに提出
（博士学位論文の取扱いについて(WORD版)様式集　資料17）

２．博士学位論文調査報告書・・・・・・片面印刷（Ａ４判４枚：頁番号不要）でお願いします。

（博士学位論文の取扱いについて(WORD版)様式集　資料18）

３．博士後期課程研究指導認定報告書・・学位申請者が博士後期課程在籍中の場合のみ

（博士学位論文の取扱いについて(WORD版)様式集　資料19）
（修了日付けで作成し、修了日までに専攻事務室に提出してください。）
＜文書データの提出＞

· 上記「２．博士学位論文調査報告書」の文書データ（Word形式：ホームページ掲載用）

送付先のメールアドレスは、ronbun@adm.t.kyoto-u.ac.jp


平成　　年　　月　　日
　　（副査氏名）　　調査委員　殿
工学部等教務課大学院掛
当月の研究科会議において、申請者　　　　　　　　氏の調査委員に選出されましたので、該当の学位論文を送付いたします。
なお、学位論文は、研究科会議代議員会前の1週間、４カ所に設置された閲覧場所に置くため、調査報告が附議される研究科会議代議員会の２週間前までにご返却願います。

資料　17
学位論文公聴会の開催について
平成　　年　　月　　日
工学研究科長　殿
調査委員（主査）
氏　名　　　　　　　　　　　　㊞
下記のとおり公聴会を開催しますので、よろしくお取り計らい願います。
学位論文公聴会
午前
日　時 ：　　　　月　　　　日（　　）　　　　　　　　時　　分～　　時　　分
午後
場　所 ： ○○キャンパス　○○クラスター　○○棟　　第○○○室
講演者 ： 工学研究科○○○○専攻　←課程博士のみ
　　　　　　　　　○　　○　　○　　○　　　　　
論文題目 ：
	

	

	

	


（参考）
	平成　　年　　月　　日
博士学位申請者　殿
京都大学大学院工学研究科
学位論文公聴会について（通知）
　標記のことについて、あなたが先に提出された学位論文に関し、
下記により公聴会を開催しますので、来学のうえ講演されるよう
通知します。
記
日　時
平成　　　年　　　月　　　日　（　　　）
午前・午後　　　　時　　　　分から
午前・午後　　　　時　　　　分まで
場　所
○○キャンパス　○○クラスター　○○棟　　第○○○室



（注：課程博士申請者については、この通知を省略いたします。）
資料　18　　（朱書箇所、ページ数は消去すること。）
博士学位論文調査報告書
論文題目    （外国語の場合はその和訳を(　)を付して併記すること）
申請者　　京都太郎
学歴　　平成○○年４月　　○○大学○○学部○○学科入学
（または大学と同等以上の課程から記載すること）
平成○○年３月    同上卒業
平成○○年４月　　京都大学大学院工学研究科○○専攻修士課程入学
平成○○年３月    同上修了
平成○○年４月    同上博士後期課程進学
平成○○年３月    同上研究指導認定見込み又は退学
調査委員　　京都大学大学院工学研究科
教授　　　○　○　○　○
京都大学大学院工学研究科
教授　　　○　○　○　○
京都大学大学院工学研究科
教授　　　○　○　○　○
（備考）博士課程教育リーディングプログラム修了予定者は、プログラム名を記入願います。(例)グローバル生存学大学院連携プログラム
学識確認のための試問の結果
（論文博士のみ必要：課程博士の場合はこの上の行から以下を削除）
	氏名
	京大太郎

	（試問の科目・方法・判定）

（科目）　　　　　　（方法）　　　（判定）　　　（備考）
○○○○○○　　　　　口頭　　　　　合格
○○○○○○　　　　　　〃　　　　　　合格
○○○○○○　　　　　筆答　　　　　合格
○○○○○○　　　　　　〃　　　　　　合格
○○○○○○　　　　　　〃　　　　　　合格
外国語（英語）　　　　筆答　　　　　合格　　　　　※外国語は学部卒業者のみ課す
（試問の結果の要旨）
上記のとおり、専攻学術(及び外国語)の学力に関する試問の結果、本学大学院
博士後期課程を修了した者と同等以上の学力を有することを確認した。
平成　　年　　月　　日
試問担当者氏名
○○○○○、○○○○○、○○○○○
○○○○○、○○○○○


（ 続紙 １ ）　
	京都大学
	博士（　　　　　学）
	氏名
	

	論文題目
	

	（論文内容の要旨）

　本論文は、ダイレクト・ドライブ（Ｄ・Ｄ）ロボットの位置制御と力制御に関して新しい制御方法を考案し、制御系の設計法を論じた結果をまとめたものであって、５章からなっている。

　第１章は序論であり、・・・・・・・・・・・


単一自由度のＤ・Ｄロボットについて実験を行い、インピーダンス制御における力の微分のフィードバックは、力の安定化のために有効な手段であることを実証している。

　第５章は結論であり、本論文で得られた成果について要約している。



（続紙 ２ ）
	
	氏名
	京都太郎

	（論文審査の結果の要旨）

　本論文は、ロボットの関節の駆動系に減速機を用いないいわゆるダイレクト・ドライブ（Ｄ・Ｄ）ロボットの位置制御と力制御について、実用的制御系設計法の確立を目標に研究した成果についてまとめたものであり、得られた主な成果は次のとおりである。

1． Ｄ・Ｄロボットにおいては・・・・・・・・

（記述例１）

（課程博士の結句：この括弧書きは消去）

・・・・　　本論文は、 ・・・・・・・・・・・・ 、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成　年　月　日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。

（論文博士の結句：この括弧書きは消去）

・・・・　　本論文は、 ・・・・・・・・・・・・ 、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成　年　月　日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。

（記述例２）

なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表

に際しては、（平成○年○月○日までの間）当該論文の全文に代えてその内容を要約

したものとすることを認める。



要旨公開可能日：　　　　　年　　　月　　　日以降


〔文書データ作成の注意事項〕
１．文書データの形式
下記のうちのいずれかでお願いします。
○Windows 2000 / ME / XP / VESTA
Microsoft Word
○リッチテキストファイル形式（rtf形式）
※なお、これらによりがたい場合は、テキストファイル（E-mailに直接入力されている場合を含む）でもかまいません。
２．提出方法
メールの添付ファイルとし、附議する研究科会議代議員会議の２週間前までに教務課大学院掛あて送付願います。
○メールアドレス： ronbun@adm.t.kyoto-u.ac.jp

なお、教務課に提出いただく際には、メールに以下の項目を付けてください。
○申請者氏名 及び 課程博士・論文博士の別
○調査委員代表者氏名
○調査委員代表者のメールアドレス



３．文書データについての注意事項
外字や特殊文字等、文字化けする可能性のある文字は使用しないでください。
文字ポイントは10.5ポイントを基準とし、半角、1/4角、上付・下付文字を除き、他の大きさの文字は使用しないでください。

資料　19
博士後期課程研究指導認定報告書
　　　　　　　　　　　　　専攻
	進（入）学年度
	氏名
	研究題目

	
	
	

	
	
	

	
	
	


上記のとおり研究指導を行ったことを認定します。
平成　　年　　月　　日
指導教員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
専攻長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
平成　　年　　月　　日

学位授与証明書交付願（博士）
京都大学総長　殿

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(フリガナ),氏名)　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
英文証明書用氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊英文証明書が必要な場合に記入してください。
生年月日　　　　　年　　　月　　　日生
　このたび、下記理由のために学位授与証明書が必要ですので、
邦文　　通、英文　　通（計　　通）　の交付をお願いします。
　交付理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（提出先：　　　　　　　　　　　　　　　　）

証明書に論文題目を
□　記載する　→題目『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□　記載しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』
＊英文証明書が必要な場合は、英語で記入してください。
博　士（　　　　　学）　　　　　　　　　取得年月日　　　　　　　年　　　月　　　日
□　課程博士　　　　　　　　　　　　学位記番号　　　　　博　第　　　　　　　号
[　　　　　　　　　　専攻] 　　　　　　　　　＊学位記番号が不明な場合は、空欄のままで結構です。
□　論文博士
受取方法　　
□　窓口交付　（　　月　　日（　）午前・午後）
□　学内便　送付先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊学内便を希望する場合は、返信用封筒を添えて申し込んでください。
□　郵送　郵送先　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊郵送を希望する場合は、返信用封筒（切手貼付済）を添えて申し込んでください。
　連絡先　　　　　　－　　　　　　－　　　　　　（自宅・勤務先）
提出先：京都大学学務部教務企画課
参考　７
平成　　　年　　　月　　　日
英　文　学　位　記　交　付　願
京　都　大　学　総　長　殿
                                      ﾌﾘｶﾞﾅ
                                      氏　名　　　　　　　　　　　　　 
                                                    　年　　　月　　　日生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 英文学位記用氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
学生番号

　　　　　　－　　　　－　　　　　　
このたび、　　　　　　　　　　　のため英文学位記を必要としますので１通交付くださるようお願いします。
    ○　修士（　　　  　　　）
            ［学位取得年月日］        　  平成　　　　年　　　月　　　　日
                               ［専攻名　       　　　　　　　　　　　　］
    ○　博士（　　　  　　　）
            ［学位取得年月日］          　平成　　　　年　　　月　　　　日
□　課程博士［専攻名　　　　　　　　　　　 　　　　　］
□　論文博士
    （連絡先）         －　　　　－　　　　　　　　　（自宅・勤務先・携帯）　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
《 明瞭に記入すること。》

[Date] Year       month       day       
Request for Degree Certificate in English

To President, Kyoto University

Name [Family/first name]:                                           

Name on the English certificate:                                           
Date of birth: Year         Month         Day        

Student ID No. :             -     -           
On this occasion, for the reasons listed below, please accept this request for Degree Certificate in English.

Reason(s) for request:                                                          
○Master of (                 )
*Major field of study
Date of conferment: year       month       day       
 “Name of department/division:                                              ”
○Doctor of (                  )
*Major field of study
Date of conferment: year       month       day       
□Doctoral Degree(Course)                               

“Name of department/division:                                              ”
 □Doctoral Degree(Dissertation)                           

Contact:  Phone        -          -         (Home or Office) 

E-mail
《Please complete all parts of application form in BLOCK CAPTITALS》

　　
平成　　年　　月　　日
（　　　　　　　）研究科長　殿
Dear Dean of the graduate school of (                　),
氏名/Name　　　　                      
生年月日/D.O,B.         　年　　月　　日
学位論文全文データ公表報告
　先に提出しました学位論文全文データの公表開始可能日が決定しましたので報告いたします。
　I hereby inform you the date I can publish full text data of my thesis.
記
公表開始可能日/The date you can publish full text data 　平成　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            Year/Month/Date  　   /   /
　
京都大学博士（　　　　　　　　　　）　　平成　　　年　　　月取得
Doctor of（　　　               ）, conferred on   　  　  / 　     (Year/Month)
　　　　　　　　学位記番号/Doctorate No.　　　　　博第　　　　　　　　　　　号
以上

専攻長印





専攻長印





専攻長印





注)　論文内容の要旨と論文審査の結果の要旨は１頁を３８字×３６行で作成し、合わせて、３,０００字を標準としてください。


論文内容の要旨を英語で記入する場合は、４００～１,１００wordsで作成し、審査結果の要旨は日本語５００～２,０００字程度で作成してください。


このテキストボックスは最終的には消去して提出願います





〔注〕


１．（記述例１）を参考に、論文審査の結果の要旨の結句には学位論文の審査についての認定を明記するとともに、試問の結果の要旨を付け加えてください。


２．論文の公表方法について、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断する場合は、（記述例２）を参考に記述してください。


３．論文内容の要旨及び審査結果の要旨は、本学学術情報リポジトリに掲載し、公表する。特許申請、雑誌掲載等の関係により、学位授与後即日公表することに支障がある場合は、欄外の「要旨公表可能日」欄に、公表可能とする日付を記入すること。（ただし、学位規則第８条の規定により、猶予期間は学位授与日から３ヶ月以内となります。）


このテキストボックスは最終的には消去して提出願います





〈例〉








申請者氏名　　　　　　　　　　　○○　○○　（課程博士･論文博士の別）


調査委員代表者氏名　　　　　　　◇◇　◇◇


調査委員代表者メールアドレス　　abcde@fghij.kyoto-u.ac.jp
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様式１５
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提出日： 平成26年2月1日


工学研究科長殿


※以下の太枠内を記入してください。エクセルの形式は変更しないでください。


【記入欄】 【記入上の注意】


学生番号
（課程博士のみ）


半角数字10桁、ハイフンは不要です。


氏　　名


研究科名・専攻名 工学研究科 ○○専攻


※　課程博士・論文
博士の別


プルダウンリストから選択してください。


電話番号
授与後も連絡のつく電話番号を記入してく
ださい。


メールアドレス
授与後も連絡のつくﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽを記入してく
ださい。


※　論文題目


※　全文公表・要約
公表の別


プルダウンリストから選択してください。
（注）学位授与日から１年以内に全文の公
表が可能である場合は、要約を作成する必
要はありません。１年後でも全文の公表が
困難であると見込まれる場合のみ、要約公
表を選択してください。


プルダウンリストから選択してください。
※要約公表の場合でも入力してください。


平成26年7月1日 から
「ｙｙｙｙ/ｍｍ/ｄｄ」の形式で入力して
ください。
※授与日から1年以内にしてください。


090-9999-9999　←　半角数字


博士学位論文の公表方法について


　学位規則第９条及び京都大学学位規程第１４条に定める博士学位論文の公表について、以下のとおり申
請し、京都大学学術情報リポジトリKURENAIに登録してインターネット公表することに合意します。
　当該博士学位論文（全文または要約）をインターネット公表することによって、申請者の他に帰属する
著作権等の権利を侵害することはありません。


9999999999　←　半角数字10桁


○○　○○


課程博士　←　プルダウンリストから選択


*******@*****.****.**.**


○○○○○○○○○○○○○○○○


※　キーワード


○○○○○○○


（注）全体の内容が推測できるよう、適切
なキーワードを選定し、入力してくださ
い。論文と同一の言語により、5件程度を
目安とします。


○○○○○○○


○○○○○○○


○○○○○○○


○○○○○○○


別添のEXCEL形式を使用してください。
※　赤字の箇所について、本紙を参考に入力してください。


○○○○○○○○○○○○○○○○


全文公表 または　要約公表
　　　　　↑　プルダウンリストから選択


プルダウンリストから選択してください。
※複数選択可


⑤　その他、特にインターネット公表ができない
内容を含むこと又はインターネット公表により生
じる不利益がある。


公表開始可能日


指定日から公表可　←　プルダウンリストから選
択


※「指定日から公表可」を選択した場合、日付を以下に記入
してください。


≪要約公表を選択
した場合≫


要約公表とする理由
（複数選択可）


②　著作権や個人情報等に係る制約がある。


※⑤を選択した場合、以下に理由を具体的に記入してくださ
い


様式２ 入力例 「2014/02/01」（半角）の形式で入力
してください。
自動で和暦に変換します。


「2014/07/01」（半角）の形式で
入力してください。
自動で和暦に変換します。


⑤を選択した場合の理由は、本欄に
入力してください。



mailto:*******@*****.****.**.**




_1449065092.pdf


プルダウンリストから選択してください。


平成26年12月1日 に全文に切り替え
「ｙｙｙｙ/ｍｍ/ｄｄ」の形式で入力して
ください。


上記公表許諾要件以
外の要件


※　著作権等


リポジトリ登録条件として、出版社等から著作
権や出典、利用制限等の学位論文への表示を求
められている場合は、その表示内容を記入して
ください。
※「博士学位論文リポジトリ登録に際しての留
意事項」Ⅲ．Ｂ．２．参照


　氏　　名： 　　印


【記入上の注意事項】
１）本紙は、指導教員（又は論文調査委員）とご相談の上、ご作成ください。また、指導教員（又は論文
調査委員）ご確認の後、下の欄に自筆署名及び押印をもらってください。
２）※の項目については、インターネット公表の際、当該論文に関する情報として併せて公表されます。
３）この公表によって、当該論文の著作権が附属図書館に移転することはありません。


　　指導教員（又は論文調査委員）確認欄　（※　研究科選択項目）


【本紙の提出先】
　　○○研究科○○掛


○○○○○○○○○○○○○○○○


≪要約公表を選択
した場合≫


要約公表とする期間
（＝全文公表に切り
替えるまでの期間）


指定日に全文に切り替え


※「未定」または「無期限」を選択した場合、以下にその理
由を具体的に記入してください。


※「指定日に全文に切り替え」を選択した場合、以下に日付
を記入してください。


「2014/12/01」（半角）の形式で入力
してください。
自動で和暦に変換します。






